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補正予算審査特別委員会の概要について 

（報  告） 

 

１．日  時   令和４年３月１６日（水） 

午前 ９時５８分  開 会 

午前１１時２０分  閉 会 

 

２．場  所   公会堂 第８・９・１０集会室 

 

３．出席委員   委 員 長  堀   光 雄   副委員長  遠 藤 泰 子 

委  員  舩 見 昌 功   委  員  佐々木 卓 也 

委  員  澤 口 正 義   委  員  馬 場 騎 一 

委  員  堤   喜一郎 

議  長  小比類巻 雅彦 

 

４．欠席委員   委  員  下 山 光 義 

 

５．説 明 員   市長 ほか 

 

６．事務局職員   事務局長  蹴 揚 光 昭   主  査  白 銀 壮太郎 

 

７．案  件   議案第９号から議案第１６号まで及び議案第３０号の計９件 

 

８．会議概要 

堀委員長：皆さん、おはようございます。定刻前ですけれども、全員揃いましたので始め

たいと思います。 

 会議に入る前に御報告いたします。下山委員から本日の会議を欠席する旨の連絡があり

ましたので御了承願います。 

 定足数に達しておりますので、会議は成立いたします。 

 ただいまより、補正予算審査特別委員会を開会いたします。 

 本委員会には、去る３月１１日の本会議において、議案第９号から議案第１６号まで及

び議案第３０号の計９件が付託されています。議案１件ごとに審査してまいりたいと思い

ますが、これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

堀委員長： 御異議なしと認めます。 

 それでは、議案１件ごとに審査してまいります。 

 なお、質疑は一問一答方式でお願いいたします。 

 議案第９号専決処分の承認を求めることについて令和３年度三沢市一般会計補正予算
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（第６号）を議題といたします。 

 当局の説明を願います。 

 財務部長。 

村井財務部長：それでは、議案第９号専決処分の承認を求めることについて令和３年度三

沢市一般会計補正予算（第６号）の概要について御説明申し上げます。 

 専決要因といたしましては、子育て世帯への臨時特別給付追加分の給付に要する経費及

び火葬場改修工事に伴う休場期間中の市外火葬場の使用料等の補助に要する経費が緊要と

なりましたので、地方自治法第１７９条第１項の規定に基づき専決処分をしたものであり

ます。 

 この結果、補正総額が歳入歳出ともに３億２,６９６万５,０００円の増額補正となり、

既定額との累計が２６０億３,２７６万５,０００円とするものであります。 

 それでは予算書の２ページ及び３ページの第１表歳入歳出予算補正に基づき、歳入から

御説明いたします。 

 １５款の国庫支出金につきましては、子育て世帯への臨時特別給付追加分事業費補助金

として３億２,５９２万円を増額しております。 

 １９款の繰入金につきましては、財政調整基金繰入金として１０４万５,０００円を増

額しております。 

 次に３ページの歳出について御説明いたします。 

 ３款の民生費につきましては、子育て世帯への臨時特別給付追加分事業費の計上によ

り、３億２,５９２万円を増額しております。 

 ４款の衛生費につきましては、火葬場使用料等補助金の計上により１０４万５,０００

円を増額しております。 

 以上が、令和３年度三沢市一般会計補正予算（第６号）の概要でございます。よろしく

お願い申し上げます。 

堀委員長：それでは、質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

堀委員長：質疑を終結します。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

堀委員長：討論を終結します。 

 採決します。 

 議案第９号は、原案のとおり承認すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

堀委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第９号専決処分の承認を求めることについて令和３年度三沢市一般会計補

正予算（第６号）は、原案のとおり承認すべきものと決しました。 

 次に、議案第１０号、専決処分の承認を求めることについて令和３年度三沢市一般会計

補正予算（第７号）を議題といたします。 

 当局の説明を願います。 
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村井財務部長：議案第１０号専決処分の承認を求めることについて令和３年度三沢市一般

会計補正予算（第７号）の概要について御説明申し上げます。 

 専決要因といたしましては、住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金の給付に要す

る経費のほか、道路及び各公共施設等に係る除排雪業務に要する経費の予算措置が緊要と

なりましたので、地方自治法第１７９条第１項の規定に基づき、専決処分をしたものであ

ります。 

 この結果、補正総額は歳入歳出ともに７億２３万５,０００円の増額補正となり、既定

額との累計では２６７億３,３００万円とするものであります。 

 それでは、予算書の２ページ及び３ページの第１表歳入歳出予算補正に基づき、歳入か

ら御説明いたします。 

 １５款の国庫支出金につきましては、住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金事業

費補助金として、４億８,６１７万８,０００円を増額しております。 

 １９款の繰入金につきましては、財政調整基金繰入金として、２億１,４０５万７,００

０円を増額しております。 

 次に、３ページの歳出の主なるものについて御説明いたします。 

 ３款の民生費につきましては、住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付事業費の計上

などにより、総額で４億８,８８１万４,０００円を増額しております。 

 ８款の土木費につきましては、道路維持の除雪業務委託料の増額などにより、総額で２

億１６０万９,０００円を増額しております。 

 １０款の教育費につきましては、小学校及び中学校に係る除雪業務委託料の増額などに

より、総額で６８６万３,０００円を減額しております。 

 以上が、令和３年度三沢市一般会計補正予算（第７号）の概要でございます。よろしく

お願い申し上げます。 

堀委員長：それでは、質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

堀委員長：質疑を終結します。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

堀委員長：討論を終結します。 

 採決します。 

 議案第１０号は、原案のとおり承認すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

堀委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第１０号専決処分の承認を求めることについて令和３年度三沢市一般会計

補正予算（第７号）は、原案のとおり承認すべきものと決しました。 

 次に、議案第１１号専決処分の承認を求めることについて令和３年度三沢市一般会計補

正予算（第８号）を議題といたします。 

 当局の説明を願います。 

 財務部長。 
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村井財務部長：議案第１１号専決処分の承認を求めることについて令和３年度三沢市一般

会計補正予算（第８号）の概要について御説明申し上げます。 

 専決要因といたしましては、原油価格高騰に伴う生活困窮者への経済的負担を軽減する

ため、住民税非課税世帯等への灯油購入料の助成に係る予算措置が緊要となりましたの

で、地方自治法第１７９条第１項の規定に基づき、専決処分をしたものであります。 

 この結果、補正総額は歳入歳出ともに４,７９４万円の増額補正となり、既定額との累

計では２６７億８,０９４万円とするものであります。 

 それでは、予算書の２ページ及び３ページの第１表歳入歳出予算補正に基づき、歳入か

ら御説明いたします。 

 １５款の国庫支出金につきましては、灯油購入費助成事業費補助金として、４,１９４

万円を増額しております。 

 １６款の県支出金につきましては、生活困窮者に対する灯油購入費助成事業費補助金と

して、６００万円を増額しております。 

 次に、３ページの歳出について御説明いたします。 

 ３款の民生費につきましては、灯油購入費助成費の計上により、４,７９４万円を増額

しております。 

 以上が、令和３年度三沢市一般会計補正予算（第８号）の概要でございます。よろしく

お願い申し上げます。 

堀委員長：それでは、質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

堀委員長：質疑を終結します。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

堀委員長：討論を終結します。 

 採決します。 

 議案第１１号は、原案のとおり承認すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

堀委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第１１号専決処分の承認を求めることについて令和３年度三沢市一般会計

補正予算（第８号）は、原案のとおり承認すべきものと決しました。 

 次に、議案第１２号専決処分の承認を求めることについて令和３年度三沢市一般会計補

正予算（第９号）を議題といたします。 

 当局の説明を願います。 

 財務部長。 

村井財務部長：議案第１２号専決処分の承認を求めることについて令和３年度三沢市一般

会計補正予算（第９号）の概要について御説明申し上げます。 

 専決要因といたしましては、福祉施設等及び小中学校用ＰＣＲ検査キット購入事業に要

する経費のほか、道路の除排雪経費の予算措置が緊要となりましたので、地方自治法第１

７９条第１項の規定に基づき、専決処分をしたものであります。 
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 この結果、補正総額は、歳入歳出ともに１億１,６２０万１,０００円の増額補正とな

り、既定額との累計では２６８億９,７１４万１,０００円とするものであります。 

 それでは、予算書の２ページ及び３ページの第１表歳入歳出予算補正に基づき、歳入か

ら御説明いたします。 

 １６款の県支出金につきましては、ＰＣＲ検査キット購入事業費補助金として、１,６

００万円を増額しております。 

 １９款の繰入金につきましては、財政調整基金繰入金として、１億２０万２,０００円

を増額しております。 

 次に、３ページの歳出について御説明いたします。 

 ３款の民生費につきましては、福祉施設等用ＰＣＲ検査キット購入事業費の計上によ

り、９１１万３,０００円を増額しております。 

 ８款の土木費につきましては、除雪業務委託料の増額により、１億円を増額しておりま

す。 

 １０款の教育費につきましては、小中学校用ＰＣＲ検査キット購入事業費の計上によ

り、７０８万８,０００円を減額しております。 

 以上が、令和３年度三沢市一般会計補正予算（第９号）の概要でございます。よろしく

お願い申し上げます。 

堀委員長：それでは、質疑を行います。 

 舩見委員。 

舩見委員：おはようございます。民生費の福祉施設等用ＰＣＲ検査キット購入事業費９１

１万３,０００円について、その概要をお聞かせください。 

堀委員長：子育て支援課長。 

長根子育て支援課長：福祉施設等用ＰＣＲ検査キット購入事業の概要についてお答えいた

します。 

 まず、目的ですが、こちら新型コロナウイルス感染症は依然として収束することなく、

新たな変異ウイルスによる第６波が到来しております。県内でも感染者数が増加してお

り、多数クラスターが発生している状況であります。 

 家庭内や職場内にとどまらず、保育施設や通所施設等においても感染が急増しているこ

とから、早期発見、早期対応、感染拡大の抑止及び市民の不安解消を目的として福祉施設

等において新型コロナウイルス感染症の感染が確認されたものの濃厚接触者とならないな

ど、ＰＣＲ検査の対象とならなかった方々へ無料で検査できるＰＣＲ検査キットを配付す

るものでございます。 

 なお、対象につきましては、市内の児童福祉施設等を利用している児童及び施設職員、

それから市内の介護施設等を利用している方及び施設の職員、市内の障害福祉施設等を利

用している方及び施設職員等で合計４,５００人を見込んでおります。 

 配付方法につきましては、施設内でそういった状況が確認された場合、施設等を通じて

必要数を福祉部のほうに連絡を頂いて配付することとしております。 

 以上でございます。 

堀委員長：舩見委員。 
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舩見委員：ありがとうございます。確認ですが、福祉施設等々から必要と言われてから要

請があったところへキットを配付するということでしょうか。 

堀委員長：子育て支援課長。 

長根子育て支援課長：はい。各施設で例えば２０個必要であるといった連絡を受けた場合

に直ちに２０個用意して施設側にお渡しするというような形で行っております。 

 以上でございます。 

堀委員長：舩見委員。 

舩見委員：承知しました。そういう場合、スピード感を持って、すばやく配付することを

お願いいたします。 

 続きまして、教育費の小中学校用ＰＣＲ検査キット購入事業費について７００万強の予

算計上でございます。その概要と目的をお願いいたします。 

堀委員長：教育総務課長。 

岡部教育委員会事務局参事兼教育総務課長：ただいまの御質問にお答えいたします。 

 まず、初めに目的からです。こちらも先ほどと同様なのですが、新型コロナウイルス感

染症が全国で猛威をふるっているということで、当市においてもここ最近ずっと学校での

感染が広がりを見せているということで、ＰＣＲ検査を配付できる体制を整えるというこ

とで購入したものでございます。 

 対象者につきましては、児童生徒合計３,０６５名、それと教職員等、会計年度任用職

員の支援員さんとか、あと学校専門員も含めた人数３６７名、計３,４３２名を全部まか

なえる分の３,５００人分を購入したものでございます。 

 使用方法といたしましては、各学校で対象者分をストックをしておきます。感染の拡大

の恐れのある事例において、保健所からの濃厚接触者指定や、あと念のため検査指定者２

回の児童生徒等で不安解消などにより検査を希望する場合、また学校の判断により検査

キットを使っていただきたいといった場合に学校に取りに来ていただくという形を考えて

おります。 

 回数制限に関しましては特に設けていないと。あと、受渡し場所については、各学校で

受渡しをするというところでございます。 

 以上です。 

堀委員長：舩見委員。 

舩見委員：ありがとうございます。 

 もう既に配付しているはずで、要は保護者等が学校に来て、そこで手渡して家庭で使用

する、もしくは学校の教員がこの子は必要だと思ったら、その学校内、保健室なりで使用

する、どういうふうな使用方法になるでしょうか。 

堀委員長：教育総務課長。 

岡部教育委員会事務局参事兼教育総務課長：ただいまの使用方法について御説明いたしま

す。 

 まずは児童生徒に関しましては、自宅に持ち帰っていただいて保護者が責任をもって採

取していただくと。 

 教員に関しては学校で行うという形になります。あとはキットのほうなのですけれど
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も、まだ物が来てございません。ですので、来次第そういった形の対応をしていきたいと

いうふうに考えております。 

 以上です。 

堀委員長：舩見委員。 

舩見委員：承知しました。ちなみに検査方法は鼻の粘膜なのか唾液なのか、そこだけ教え

てください。 

堀委員長：教育総務課長。 

岡部教育委員会事務局参事兼教育総務課長：今回購入した検査キットでございますけれど

も、木下グループのもので唾液式になります。唾液を採取して送付するという形のもので

ございます。 

 以上です。 

堀委員長：ほかにございませんか。 

 それでは質疑を終結します。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

堀委員長：討論を終結します。 

 採決します。 

 議案第１２号は、原案のとおり承認すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

堀委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第１２号専決処分の承認を求めることについて令和３年度三沢市一般会計

補正予算（第９号）は、原案のとおり承認すべきものと決しました。 

 次に、議案第１３号令和３年度三沢市一般会計補正予算（第１０号）を議題といたしま

す。 

 当局の説明を願います。 

 財務部長。 

村井財務部長：議案第１３号令和３年度三沢市一般会計補正予算（第１０号）の概要につ

いて御説明申し上げます。 

 今回の補正予算は、新型コロナウイルス感染症に係る経済対策緊急支援助成金の交付に

要する経費及び国の補正予算に伴う市道谷地頭金糞線整備事業などに要する経費の予算措

置のほか、事業の確定等による減額及び財源調整が主なものであります。 

 この結果、補正総額は歳入歳出ともに７,７６０万円の増額補正となり、既定額との累

計では２６９億７,４７４万１,０００円とするものであります。 

 それでは、予算書の２ページ及び３ページの第１表歳入歳出予算補正に基づき、主なも

のを歳入から御説明いたします。 

 １款の市税につきましては、市民税、固定資産税の増収見込みにより、総額で３億８７

２万７,０００円を増額しております。 

 １１款の地方交付税につきましては、普通交付税の確定により５億２,１３５万５,００

０円を増額しております。 
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 １５款の国庫支出金につきましては、駐留軍等再編対策事業基金費補助金の計上などに

より、総額で４,２３８万３,０００円を増額しております。 

 １６款の県支出金につきましては、経済対策緊急支援助成事業費補助金の計上などによ

り、総額で５,５０６万７,０００円を増額しております。 

 １８款の寄附金につきましては、再生可能エネルギー等導入促進に対する寄附金の計上

などにより、総額で１,３１７万円を減額しております。 

 １９款の繰入金につきましては、財政調整基金の繰り戻しなどにより総額で７億２,１

０４万４,０００円を減額しております。 

 ２２款の市債につきましては、臨時財政対策債の減額などにより、総額で１億４,２０

５万４,０００円を減額しております。 

 次に３ページの歳出の主なものについて御説明いたします。 

 １款の議会費につきましては、議員研修旅費の減額などにより、総額で１,４９３万円

を減額しております。 

 ２款の総務費につきましては、駐留軍等再編対策事業基金費の増額などにより、総額で

１億６,３００万４,０００円を増額しております。 

 ３款の民生費につきましては、保育士、幼稚園教諭等処遇改善臨時特例事業費補助金の

計上などにより、総額で６,００４万３,０００円を増額しております。 

 ４款の衛生費につきましては、火葬場改修事業の減額などにより、総額で１億２,５９

３万４,０００円を減額しております。 

 ７款の商工費につきましては、新型コロナウイルス感染症経済対策費の緊急支援助成金

の計上などにより、総額で３,５７２万９,０００円を増額しております。 

 ８款の土木費につきましては、国の補正予算に伴う市道谷地頭金糞線整備事業の計上な

どにより、総額で１,００３万円を増額しております。 

 ９款の消防費につきましては、高規格救急自動車整備事業の減額などにより、総額で

２,１７４万６,０００円を減額しております。 

 以上が、令和３年度三沢市一般会計補正予算（第１０号）の概要でございます。よろし

くお願い申し上げます。 

堀委員長：それでは、質疑を行います。 

 佐々木委員。 

佐々木委員：それでは、まず歳入のほうから質問させていただきます。 

 １３ページの市税についてです。先ほど財務部長のほうから増収見込みによりというこ

とでしたけれども、もう少し具体的に増収の理由を教えていただきたいと思います。 

堀委員長：税務課長。 

伊澤税務課長：ただいまの御質問に対しましてお答えいたします。 

 今回の増額補正となります市税に関しましては、当初令和３年度の予算編成をした際に

新型コロナウイルスの影響を十分考慮した形で、例年積算する上で５か年の平均値によっ

て積算をしているのですが、それからさらにコロナの影響があるということで、減額、

パーセンテージをかけた形での算出方法となっております。 

 また固定資産税に関しましては、国の制度、中小企業に対しまして減免措置がなされる
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と。事業用家屋と償却資産に関しまして減免措置がされますということで、当初、１億

２,８００万円の減額ということで予算を見積もりましたが、結果的にはそこまで行かな

かったので増額ということになりました。 

 以上でございます。 

堀委員長：佐々木委員。 

佐々木委員：ありがとうございました。当初の予算設定において低く抑えていたのが最終

的には、それほどの減少がなかったということで理解をいたしました。三沢市は税の徴収

率については県内でも高いほうに位置しているというふうには認識しておりますけれど

も、最近の徴収率についてはどのようになっておりますか。ちょっとお知らせ願いたいと

思います。 

堀委員長：税務課長。 

伊澤税務課長：近年県内でも三沢市に関しましては徴収率に関しましてはトップの、上位

を占めているということになります。率にしましても９８％台となっておりますので、徴

収率のほうは県内でも高いということになっています。 

 以上でございます。 

佐々木委員：ありがとうございました。今後とも税収の確保についてはよろしくお願いし

たいと思います。 

 それでは次に移ります。１９ページ、商工使用料なのですけれども、新産業創造支援セ

ンター使用料、既定額が４４万４,０００円に対して、大幅に１０６万７,０００円の増額

となっておりますけれども、この内容について説明をお願いいたします。 

堀委員長：産業観光課長。 

長根経済部参事兼産業観光課長：ただいまの新産センターの増額理由ということでござい

ます。当初あそこに入居している方がシルバー人材センター、緑化公社、民間のビード

ローンというところでございます。そのビードローンが当初一つの部屋の利用で積算した

ところだったのですけれども、ほかに二つの部屋を借りたものですから、増えたことに

よった収入の増となりまして今回補正したところでございます。 

 以上です。 

堀委員長：佐々木委員。 

佐々木委員：ありがとうございました。 

 そうしますと、新しいところがどこか利用した、借りただとかということではないので

すね。 

堀委員長：産業観光課長。 

長根経済部参事兼産業観光課長：残念ながら問合せはあるものの、新たに入居している方

は今のところはございません。 

 以上です。 

堀委員長：佐々木委員。 

佐々木委員：入居対象として新たな技術または商品の研究開発だとか、今でいうテレワー

ク等のＩＴ系の業務だとか、いろんなものがありますので積極的に利用されるようにＰＲ

等もよろしくお願いしたいと思います。 
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 この新産業創造センターについては、歳出のほうで７９ページなのですけれども、７９

ページの商工振興費の３番の新産業創造支援センター改修事業３９８万２,０００とある

のですけれども、当初予算が５７２万ということで、この減額の理由をお願いしたいと思

います。 

堀委員長：産業観光課長。 

長根経済部参事兼産業観光課長：新産業支援センターの改修工事の減額理由でございま

す。当初、二種類ございまして、一つはシャッターの交換を予定してございました。その

シャッターの交換だったのですけれども、当初２４２万円を取ったところ、シャッターを

入札かけたところ、７４万８,０００円という、すごく安い価格の入札となって、こちら

のほうで１６７万２,０００円が残りました。そして雨水対策として、あそこは長雨にな

りますと駐車場のところが水浸しといいますか、そんな状況になってございまして、当

初、浸透枡をもう一つ作るというような見積もりで進んだのですけれども、それより側溝

を入れて排水したらどうかということになりまして、工事の変更によって、こちらのほう

も当初は３３０万の予定だったのですけれども、浸透枡から側溝のほうに移行したことに

よって９９万の工事費用があったものですから、こちらのほうも２３１万円が残ったとい

うことで、今回３６８万２,０００円を減額補正ということでしたところでございます。 

 以上です。 

堀委員長：佐々木委員。 

佐々木委員：分かりました。了解いたしました。内容を伺って最終的には初期の目的は達

成したということで理解をいたしました。何度か先ほども歳入のほうでも申し上げました

けれども、施設の目的が最大限発揮されるように、これからも活用されるよう期待してお

りますのでよろしくお願いいたします。 

 それでは最後の質問ですが、１ページ前に戻りまして７７ページなのですけれども、水

産振興費の漁業経営継続支援事業費補助金、これについて説明お願いしたいと思います。 

堀委員長：答弁願います。水産振興課長。 

佐藤水産振興課長：ただいまの御質問にお答えいたします。 

 まず、この事業は新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う需要の低迷、燃料費や漁具の

高騰など幅広く影響を受けている漁業者に対し、漁業経営の継続と安定を図る目的で操業

経費の一部を助成するものであります。助成金額は４７漁業者分で総額７１７万６,００

０円となっております。こちらにつきましては、漁業者の操業経費の中で、大きな割合を

占める燃料費を今回操業経費として考えております。令和３年１月から同年の１２月まで

の漁業者が三沢市内で購入した漁業用燃料の金額に今年度過去５年の平均で漁獲金額を比

較いたしまして減収率３６％となっており、その２分の１の金額であります……、その３

６％に漁業者が使用しました燃料費を掛けまして、その２分の１の金額を今回予算計上し

ております。 

 以上です。 

堀委員長：佐々木委員。 

佐々木委員：ありがとうございました。大体内容が理解できました。コロナによる需要低

迷だとか、昨今の原油高騰等、いろいろと影響が出ております。昨今もそれ以外でも、と
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にかく漁獲高が全然増えない、大幅に減っているという状況が続いているので、本当に漁

業者は経営が大変だと思います。そういうことで燃料のこともありますし、いろいろな面

で今後とも漁業者の経営安定のために取り組んでいただきたいと思います。これは要望で

す。終わります。 

堀委員長：ほかにございませんか。 

 遠藤委員。 

遠藤委員：私からは補正予算の４５ページにあります悪臭監視調査委託料についてお伺い

します。これのまず減額理由を教えてください。 

堀委員長：環境衛生課長。 

種市環境衛生課長：ただいまの御質問にお答えします。悪臭監視調査委託料の減額要因で

すけれども、入札による減額だと……。入札残ということになっております。 

 以上です。 

堀委員長：遠藤委員。 

遠藤委員：これの調査目的を説明お願いします。 

堀委員長：環境衛生課長。 

種市環境衛生課長：調査は市内の事業者と公害防止協定を結んで、事業者が環境を保全し

ていくというような内容の基準を定めたような形で事業を展開してもらっております。市

としまして、大きな養豚、それから養鶏、採卵、大規模な事業者に関して７事業所を選定

して、その周辺で基準を定めた臭気が守られているかどうかを監視するために例年実施し

ているものでございます。 

 以上です。 

堀委員長：遠藤委員。 

遠藤委員：基準を定めて守られるようにということでやっていることでありますけれど

も、それをやることによって何か実績というか、どうしても浜のほうの町内会とかから悪

臭のことで結構苦情が来ているし、要望も来ているかと思うのですけれども、その今の調

査をしていることによって何か成果というのがあったのか教えてください。 

堀委員長：環境衛生課長。 

種市環境衛生課長：この悪臭監視調査は、基準が守られているかどうかを市のほうで監視

するために行っているものです。結果、公害防止協定で定められている基準を超えている

とか、こうした場合には事業者に対して、その原因とか改善方法とか、事業の内容を確認

してもらって是正してもらうと、直してもらって悪臭が基準より下回るというか守られる

ようにするためにこの調査を行っているものです。なお、北部地区の悪臭については、町

内会のほうからも例年要望されております、改善をですね。この調査とは別に人が感じ

て、においを感じて不快に思うか、こういった人の感覚でも感じるにおいを専門的に調査

をしている研究機関も別に入れて、現在状況を確認をしながら対応している状況でござい

ます。 

 以上です。 

堀委員長：遠藤委員。 

遠藤委員：どうしてもまだまだそういう悪臭に対しての要望とか、いろいろなものがある
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ということは、まだそこが解決できていない問題だなと思いますので、今後もいろいろと

調整しながら対応していただきたいなと思います。 

 続いて、自動車騒音常時監視業務委託料についてお伺いします。これも同じ理由ですけ

れども減額の理由を教えてください。 

堀委員長：環境衛生課長。 

種市環境衛生課長：自動車騒音常時監視業務委託料の減額の要因としましては、これも先

ほどと同じく入札による残となっております。 

 以上です。 

遠藤委員：すみません。これはどこで行われていますか。どこで、場所というか。騒音と

いうことなので、飛行機とかはいろんなところで騒音調査しているのですけれども、自動

車についての騒音常時監視というのは、どちらのほうで行っていますか。 

堀委員長：環境衛生課長。 

種市環境衛生課長：この騒音の調査の場所ですが、市街地の大きな幹線道路を場所を選定

して行っております。今年度は三沢十和田線、市街地の一方通行、大きい通りがあります

けれども、その地点を含む二点を今年度は選定して、そこで自動車が通るときの騒音等を

測って調査を行っております。 

 以上です。 

堀委員長：遠藤委員。 

遠藤委員：すみません。この調査というのは、国でやらなきゃいけないという規定になっ

て進めている事業でしょうか。 

堀委員長：環境衛生課長。 

種市環境衛生課長：自動車の騒音は、以前は県道でしたので県のほうで測定して環境の状

況を調査していたのですが、年度はちょっと今資料ないのですけれども、市のほうにこの

一部が権限が移譲されたという経緯がありまして、現在は市のほうで行っている県からの

移譲された業務として現在行っている、そういう業務になっております。 

 以上です。 

堀委員長：遠藤委員。 

遠藤委員：分かりました。必要かどうか問題があったのかなということで質問したのです

けれども、その中身についてとか、今後の方向性とか、また分かりましたら教えていただ

きたいなと思います。 

 あと、６１ページになります。児童福祉費について、保育士・幼稚園教諭等処遇改善臨

時特例事業補助金についてお伺いします。対象者は何人いらっしゃいますでしょうか。 

堀委員長：子育て支援課長。 

長根子育て支援課長：保育士・幼稚園教諭等処遇改善臨時特例事業費補助金についての対

象者の人数についてお答えいたします。こちらの事業ですが、こちらに予算計上しており

ます３,６１４万１,０００円と、それから次の段にあります保育所管理運営費、こちらも

同じような補助金、それからその下にあります児童館運営費、こちらのほうからも支援員

の臨時特例事業費補助金なのですが、こちら全て合わせまして対象が約４５０人となって

おります。 
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 以上でございます。 

堀委員長：遠藤委員。 

遠藤委員：具体的にはどのような処遇改善をしているのか内容について教えてください。 

堀委員長：子育て支援課長。 

長根子育て支援課長：こちらの事業ですが、国のほうのコロナ克服新時代開拓のための経

済対策ということで令和３年１１月１９日に閣議決定したものでございます。その中の

「未来社会を切り拓く「新しい資本主義」の起動」、その中での「分配戦略～安心と成長

を呼ぶ「人」への投資の強化～」ということで、看護、介護、保育、幼児教育などの現場

で働く方々の収入の引上げ等を行うこととしております。 

 具体的な中身についてなのですが、収入を３％程度引き上げると、月額にして約９,０

００円程度を引き上げるための事業となっております。 

 以上でございます。 

堀委員長：遠藤委員。 

遠藤委員：ありがとうございました。９,０００円ぐらいということで、月９,０００円ぐ

らいの引上げがあるということで理解しました。 

 続いて８５ページになるのですけれども、市道谷地頭金糞線整備事業についてお伺いい

たします。この工事の工事期間について教えてください。 

堀委員長：土木課長。 

工藤土木課長：市道谷地頭金糞線整備事業の工事期間についてお答えいたします。この事

業は国の補正予算に伴いまして、令和４年度に本来であれば行う予定であったものを前倒

しして行うものでございます。ですので、工事期間等につきましては、これから発注して

契約してということになってございます。 

 以上でございます。 

堀委員長：遠藤委員。 

遠藤委員：すみません。これは補正であげなくてはいけない予算ということなのですか。

来年度の当初予算ではあげられないということなのですか。ちょっとその国の国庫支出金

があったというのは理解しましたけれども、ここで補正であげるというのは、あげなけれ

ばいけないというところなのですか、確認です。 

堀委員長：土木課長。 

工藤土木課長：ただいまの質問にお答えいたします。国の補正予算に伴うものでございま

すので、今回の補正であげなければ時期的に合わないということで、今回補正に計上して

おります。 

 以上でございます。 

堀委員長：遠藤委員。 

遠藤委員：その辺の行政の内容がちょっと分からないので、この補正であげて期間が３月

の結果が終わってから入札をかけてやる事業なのかなと思っていましたけれども、ちょっ

と詳しいことは、またあとで聞きたいと思います。 

 同じようなものですけれども、８９ページ、公園の施設管理についての補正の事業なの

ですけれども、これも同じように期間というのは、いつからになりますか。 
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堀委員長：答弁願います。都市整備課長。 

沼辺建設部参事兼都市整備課長：すみません、確認なのですが、都市公園でしょうか、そ

れとも施設管理……。 

遠藤委員：公園の施設維持管理。都市公園整備事業の公園施設改修工事です。 

沼辺建設部参事兼都市整備課長：失礼いたしました。都市公園整備事業の中の公園施設改

修工事ということでよろしいでしょうか。こちらも先ほどの道路のことと一緒で国の補正

予算が令和３年１２月２１日付けでありまして、令和３年度分の追加内示ということがあ

りました。それに伴う予算補正ということになっております。これはあくまでも令和３年

度の予算ですので、今回補正計上させていただいて、なおかつ年度繰越をして次年度令和

４年度に工事発注をいたすものであります。 

 以上です。 

堀委員長：遠藤委員。 

遠藤委員：内容がよく私理解できないのですけれども、分かりました。来年度にやる事業

としてお金を繰り越すということですか。 

堀委員長：都市整備課長。 

沼辺建設部参事兼都市整備課長：内容といたしましては、あくまでも令和３年度の予算と

いうことで国からの追加内示の予算となります。ですので、あくまでも令和３年度の事業

として次年度令和４年度への繰越をいたしまして、あくまでも令和３年度の予算として実

施するものです。改めて令和４年度につきましては、今後また令和４年度の新たな予算と

して、国の内示がある予定となっております。 

 以上です。 

堀委員長：ほかにございませんか。 

 澤口委員。 

澤口委員：予算書の１２ページから１３ページの中の市民税について、コロナ対策と関連

する中で、確認をさせていただきながら何点かお伺いさせていただきたいと思います。 

 まず確認をさせていただきたいのですが、今回固定資産税として１億１,０００万あま

り増額補正されておりますけれども、これは私の認識違いであれば正していただきたいの

ですが、この度のコロナ対策の中の経済対策の一環として、中小企業の税負担を軽減する

措置ということで国で税制改正して、時限立法として処置されたものと私は理解している

のですが、今回その成果がここに入っているという理解でよろしいでしょうか。このこと

をまず確認させてください。 

堀委員長：税務課長。 

伊澤税務課長：ただいまの御質問に対しまして、お答えいたします。議員おっしゃるとお

り、国の制度が時限立法ということで３年度のみするということで、こちらのほうで令和

３年度限定のものとなって固定資産税の減免措置がされております。 

 以上でございます。 

堀委員長：澤口委員。 

澤口委員：先ほど佐々木委員が一部触れておったのですが、もし重複するようであったら

御容赦ください。その上で二点ほどお伺いいたしたいと思いますが、まずこのおそらくこ
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の税負担の軽減措置というものが事業用固定資産とか償却資産だというふうに私理解して

いるのですが、その前提で三沢市において何件ぐらい対象になって、軽減措置額が幾らに

なったか、お知らせいただきたいと思います。 

堀委員長：税務課長。 

伊澤税務課長：お答えいたします。この制度に関しましては、事業者の方々が申請という

形で申請をされております。その結果、事業用家屋で８８件、金額で３,０４２万８,７０

０円、もう一つは償却資産の６２件、金額で１,０１６万２,７００円、合計１５０件で、

金額が４,０５９万１,４００円となってございます。 

 以上でございます。 

堀委員長：澤口委員。 

澤口委員：今１５０件、金額にして４,０００万強ですね、結構大きい金額だなという率

直な印象を持ちました。これはおそらく申請主義だと思うのですが、この経済対策という

のは、よく我々、国の一般市民、私も含めてそうなのですけれども、現金給付に非常に耳

目が集まりやすいですが、これはあまり表に出てこない経済対策だというふうに私見て

おったのですけれども、これは市として事業者にどういう周知方をしたんでしょうか。お

そらく商工業者が中心だろうと思うのですが、農業者もいるでしょうし、それから事業者

もいるのでしょうけれども、その辺の周知方のところ、どうやったかということをお知ら

せいただきたいと思います。 

堀委員長：税務課長。 

伊澤税務課長：お答えいたします。周知方法につきましては、議員がおっしゃるとおり、

三沢市商工会のほうでの各事業所への周知、また三沢市のホームページ、広報誌等でも周

知はされております。また国のほうでも全国的に周知をされているというところでござい

ます。 

 以上です。 

堀委員長：澤口委員。 

澤口委員：二点目の質問になるのですけれども、先ほど御答弁いただきました軽減措置額

４,０００万強の金額のことなのですけれども、これは本来市の立場から見ると、市の税

収に相当するものだというふうに私見ているのですが、この減収分ですね、財政担当にな

るでしょうか、よく地方交付税措置とか、あるいはいろんな特別交付税で算入措置される

ということを聞くのですが、この件についてはどうなるでしょうか。 

堀委員長：財政課長。 

栗原財政課長：御質問にお答えいたします。国のほうから昨年度に通知はいただいて、事

務連絡は来ているのですけれども、その専用の特別交付金というものが来るということで

通知が来ています。金額とかについては、まだはっきりしたものは来ていないのですけれ

ども３月中にはということで事務連絡が来ているところです。 

 以上です。 

堀委員長：澤口委員。 

澤口委員：ちょっと私聞き漏らしたのですが、３月中に、そうすると今年度中に入ってく

るという理解でよろしいですか。 
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堀委員長：財政課長。 

栗原財政課長：お答えいたします。３月中ですので今年度中と見ています。 

 以上です。 

堀委員長：澤口委員。 

澤口委員：ありがとうございます。この件については、新年度予算の中にもあったように

来年度、市民税が幾らでしたか、１億７,４００万を超える増収があるということが提案

されておったわけでございますが、結局これがなくなるということに伴う予算提案だと思

うのですが、この私今４,０００万というふうに伺ったのですが、結構大きいですね、先

ほどちょっと触れたように我々国民市民というのは、現金給付、これは非常に喜ばれま

す。お金ほど使いやすいものはないわけですから、先ほどもちょっと言いましたように、

この減免措置というのが目立たないですけれども、中小企業者にとっては非常に大きいメ

リットのある減免措置ではないかなと私は思っているのですが、来年度以降、税制のこと

ですから地方自治体がどうのこうのということはできないわけなのですが、これに代わる

ようなものは出てくるのでしょうかね、もしお答えできるのだったら一つお願いいたしま

す。 

堀委員長：答弁願います。澤口委員。 

澤口委員：今私お願いしたのですが、これはおそらく無理だろうと思いますから、結構で

ございます。ありがとうございました。 

堀委員長：ほかにございませんか。舩見委員。 

舩見委員：予算書の４７ページにあります災害対策に要する経費のうちの津波ハザード

マップ作成業務委託料が当初予算の既定額では１,９２７万２,０００円でしたが、減額さ

れております。その理由をお聞かせください。 

堀委員長：防災管理課長。 

種市防災管理課長：お答えをいたします。津波ハザードマップ作成業務の中身なのですけ

れども、大きな中身といたしまして本来使っておりました津波ハザードマップは１枚もの

だったのですけれども、今回はＡ４判の冊子型にしておりまして、フルカラーのものが２

万部、それから自主防災会ですとか、町内会に配布します掲示板の大きいものが３００

部、それと沿岸地域にお住まいの方々に、新しくなった変更になったものの説明会という

ものが数回行われる内容のものでございまして、当初見積もった額が委員さんおっしゃい

ました１,９２７万２,０００円としたところですけれども、実際に入札に付しましたとこ

ろ、１,０６３万７,０００円で契約を結べたということで、今回８６３万５,０００円が

入札残となりまして、減額補正をあげたところでございます。 

 以上でございます。 

堀委員長：舩見委員。 

舩見委員：ありがとうございます。今まで１枚ものだったのが、いろいろな使用目的で３

種類ぐらいですか、三、四種類に、より見やすくなって、減額で予算もかからず大変いい

ことだと思います。県の公表された津波浸水想定区域を受けての改訂版の作成だと思いま

すが、それで合っていましたでしょうか。 

堀委員長：防災管理課長。 
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種市防災管理課長：お答えをいたします。委員さんおっしゃるとおり、県のほうが昨年５

月に公表したことに伴いまして今修正をしておりまして、３月末の期間でもって完了する

予定でございまして、ハザードマップが新しくなれば全世帯に毎戸配布する予定で考えて

おります。４月の広報には間に合わないものですから、５月の広報配布のときに各御家庭

に配布できればいいのかなというふうに思っております。市民の方々に早く周知したいと

いう思いがありますので、でき上がったデータにつきましては市のホームページ等に速や

かにアップするように準備を進めたいと考えております。 

 以上でございます。 

堀委員長：舩見委員。 

舩見委員：ありがとうございます。全戸配布ということで、昨日も申しましたけれども、

小中学生の目にも届くように、それをハザードマップをもって家庭で会話して、こういう

ときはこうしようとか、そういうふうな学習の機会にもなりますし、やはり何かが来て逃

げるときの備えになりますので。ぜひよろしくお願いいたします。 

 続きまして、最後になりますが７９ページの６番の新型コロナウイルス感染症経済対策

費の経済対策緊急支援助成金について、その概要をお知らせください。 

堀委員長：産業観光課長。 

長根経済部参事兼産業観光課長：ただいまの新型コロナウイルス感染症の経済対策費の概

要でございます。先ほど来、説明があるように第６波というコロナ感染症の拡大によりま

して、とても事業者というのは多大な影響を受けております。特に飲食業、三沢市におき

ましても飲食業、タクシー業、代行業、旅行業については、本当に苦しいということで２

月１５日にも商工会のほうを通じまして市長に対して陳情があったところでございます。

その４業種を対象に実施しようということで進めております。対象者なのですけれども、

令和４年１月３１日現在、これは第６波が１番盛んに発生した時期、ちょうど上り始めた

時期でございますので、その日に事業を営んでいて事業継続意欲がある者、このコロナ禍

の影響によって令和４年１月から３月までの間に、売上高が令和元年から令和３年のいず

れかの年と比較をして３０％減少した月があること、そして確定申告または住民税の申告

をしていて、市税の滞納がない者ということで今対象者になっております。 

 スケジュールといたしましては、３月２１日の週の後半か遅くても３月２８日の週で対

象者に申請書を郵送予定でございます。返信されたものについては、２週間以内に支払い

できるように今調整しているところでございます。 

 以上です。 

堀委員長：舩見委員。 

舩見委員：すごく詳細な部分、制度まで御答弁いただいて、質問はないのですけれども、

一件だけ、この対象者４業種について何件ぐらいございますでしょうか。 

堀委員長：産業観光課長。 

長根経済部参事兼産業観光課長：対象者ですけれども、飲食業につきましては３１０店

舗、タクシー業は７事業所、運転代行業が１２事業所、旅行業が２事業所で計３３１事業

所になりますけれども、増えている分というのは我々もつかめておりませんので、一応全

体で３５０件にいたしまして７,０００万の今回、補正予算を要求したところでございま



- 18 - 

す。 

 以上です。 

堀委員長：舩見委員。 

舩見委員：ありがとうございます。１件２０万円の給付ということで、今後もまだまだ続

くかもしれないコロナ禍ですので、決まったらスピード感をもって対応をよろしくお願い

いたします。 

 以上です。 

堀委員長：ほかにございませんか。質疑を終結します。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

堀委員長：討論を終結します。 

 採決します。 

 議案第１３号は、原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

堀委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第１３号令和３年度三沢市一般会計補正予算（第１０号）は、原案のとお

り可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第１４号令和３年度三沢市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）を議題

といたします。 

 当局の説明を願います。 

 市民生活部長。 

工藤市民生活部長：議案第１４号令和３年度三沢市国民健康保険特別会計補正予算（第２

号）の概要につきまして御説明申し上げます。 

 今回の補正予算は、保険税還付金による増額と財源調整が主なるものであります。 

 この結果、補正総額は歳入歳出ともに３００万円の増額補正で、既定額との累計では３

９億１,６２０万１,０００円となったところであります。 

 以下、予算書の２ページ第１表歳入歳出予算補正に基づき、歳入から御説明申し上げま

す。 

 １款国民健康保険税は、これまでの実績と今後の推計により、２,１６１万円を増額

し、８億３,６６４万３,０００円とするものであります。 

 次に、３款国庫支出金は、新型コロナウイルス感染症対策として実施した保険税の減免

に対する国からの補助金で、１６２万４,０００円を増額し、１７５万３,０００円とする

ものであります。 

 次に、６款繰入金は、２,０２３万４,０００円を減額し、３億６,５６１万３,０００円

とするものであります。 

 内訳として、保険基盤安定繰入金の確定により、他会計繰入金を５０５万４,０００円

増額し、財源調整のための基金繰入金を２,５２８万８,０００円減額するものでありま

す。 

 続きまして、３ページの歳出について御説明申し上げます。 
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 ２款保険給付費は、葬祭諸費で５０万円を増額し、２６億１,３８２万３,０００円とす

るものであります。 

 次に９款諸支出金は償還金及び還付加算金として、２５０万円を増額し、１,７７２万

９,０００円とするものであります。 

 以上が、議案第１４号令和３年度三沢市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）の概

要であります。よろしくお願い申し上げます。 

堀委員長：それでは質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

堀委員長：質疑を終結します。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

堀委員長：討論を終結します。 

 採決します。 

 議案第１４号は、原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

堀委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第１４号令和３年度三沢市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）は、

原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第１５号令和３年度三沢市介護保険特別会計補正予算（第２号）を議題とい

たします。 

 当局の説明を願います。 

 福祉部長。 

篠田福祉部長：議案第１５号令和３年度三沢市介護保険特別会計補正予算（第２号）につ

きまして、その概要を御説明申し上げます。 

 予算書の２ページと３ページを御参照願います。 

 今回の補正予算は、保険給付費及び地域支援事業費の歳出による財源調整等が主な内容

となっております。 

 これにより、歳入歳出それぞれ１億６,３９８万５,０００円を増額し、予算総額は現計

予算額との累計で３８億６４８万２,０００円とするものであります。 

 初めに歳入について御説明いたします。 

 保険給付費等の増額に伴う財源調整のため、１款の保険料については、１,５８３万

円、３款の国庫支出金については、６,０４２万４,０００円、４款の支払基金交付金につ

いては、４,４２７万３,０００円、５款の県支出金については、２,２９６万２,０００

円、７款の繰入金については、２,０４９万６,０００円をそれぞれ増額するものでありま

す。 

 次に歳出について御説明いたします。 

 ２款の保険給付費は、介護サービス等諸費をはじめとした各サービスに係る給付費を推

計精査したもので、１億６,１２９万２,０００円を増額するものであります。 

 ４款の地域支援事業費は介護予防生活支援サービス事業費を推計精査したもので、２６
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９万３,０００円を増額するものであります。 

 以上が令和３年度三沢市介護保険特別会計補正予算（第２号）の概要であります。よろ

しくお願いいたします。 

堀委員長：それでは質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

堀委員長：質疑を終結します。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

堀委員長：討論を終結します。 

 採決します。 

 議案第１５号は、原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

堀委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第１５号令和３年度三沢市介護保険特別会計補正予算（第２号）は、原案

のとおり可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第１６号令和３年度三沢市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）を議

題といたします。 

 当局の説明を願います。 

 市民生活部長。 

工藤市民生活部長：議案第１６号令和３年度三沢市後期高齢者医療特別会計補正予算（第

２号）の概要につきまして御説明申し上げます。 

 今回の補正は、後期高齢者医療高額介護合算に係る予算を計上しております。 

 この結果、補正総額は、歳入歳出ともに６万円の増額補正で、既定額との累計では４億

６,１８８万７,０００円となったところであります。 

 以下、予算書の２ページ、第１表歳入歳出予算補正に基づき、歳入から御説明申し上げ

ます。 

 ４款の諸収入につきましては、高額介護合算療養費負担金の増額見込みにより、６万円

を増額するものであります。 

 次に３ページの歳出について御説明申し上げます。 

 ５款の保険給付費につきましては、後期高齢者高額介護合算療養費の増額見込みによ

り、６万円を増額するものであります。 

 以上が議案第１６号令和３年度三沢市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）の概

要であります。よろしくお願い申し上げます。 

堀委員長：それでは質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

堀委員長：質疑を終結します。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

堀委員長：討論を終結します。 
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 採決します。 

 議案第１６号は、原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

堀委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第１６号令和３年度三沢市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

は、原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第３０号令和３年度三沢市一般会計補正予算（第１１号）を議題といたしま

す。 

 当局の説明を願います。 

 財務部長。 

村井財務部長：議案第３０号令和３年度三沢市一般会計補正予算（第１１号）の概要につ

いて御説明申し上げます。 

 今回の補正予算は、道路に係る除排雪業務に要する経費の補正となります。 

 この結果、補正総額は、歳入歳出ともに８,０００万円の増額補正となり、既定額との

累計では２７０億５,４７４万１,０００円とするものであります。 

 それでは、予算書の２ページ及び３ページの第１表歳入歳出予算補正に基づき、歳入か

ら御説明いたします。 

 １９款の繰入金につきましては、財政調整基金繰入金として８,０００万円を増額して

おります。 

 次に、３ページの歳出について御説明いたします。 

 ８款の土木費につきましては、道路維持の除雪業務委託料として８,０００万円を増額

しております。 

 以上が、令和３年度三沢市一般会計補正予算（第１１号）の概要でございます。よろし

くお願い申し上げます。 

堀委員長：それでは質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

堀委員長：質疑を終結します。 

 討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

堀委員長：討論を終結します。 

 採決します。 

 議案第３０号は、原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

堀委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第３０号令和３年度三沢市一般会計補正予算（第１１号）は、原案のとお

り可決すべきものと決しました。 

 以上で、本委員会に付託された議案の審査は全て終了いたしました。 

 これをもって、補正予算審査特別委員会を閉会いたします。御苦労さまでした。 
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午前 １１時２０分 閉会   

 

以   上 

 

委 員 長   堀  光 雄  

 


